
〈低炭素都市ふじさわをめざして〉 

〈藤沢エコネットニュース３1８号〉          －１－  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学問の自由の問題、任命拒否は違法 

学術会議は 10 月３日、推薦した 6 名の拒否理由の開示と追加任命を求め要望書を菅首相に

提出した。理工系だけでも 93 学会（10 月 9 日）が任命拒否を憂慮する緊急声明を発してい

る。さらに日本自然保護協会、日本野鳥の会、WWF ジャパンも連名で抗議した。「政権が学

会及び研究者に圧力をかけている」これを許せば、「不要な忖度や萎縮を引き起こし、政策の

適切な実施を阻害するおそれがある」と指摘する。 

行政施策を点検し提言することは科学者の社会的義務である。内容が批判的になることは当

然で、気に要らないからと八つ当たりとは常軌を逸しているというのだ。学会のこのすばやい

対応は、問題の深刻さと、明らかに法律違反であるという問題の明白さが際立っていた証拠で

ある。なお菅首相がその後述べた、見たのは 99 人のリストであることが事実なら「総合的、

俯瞰的」な判断が疑わしく、公文書改ざんの疑義さえある。 

ところで、政府が大学や研究者に圧力をかけることは今にはじまったことではない。内閣府

に「総合科学技術・イノベーション会議」がある。この組織、科学技術予算の配分、公募研究

資金の課題（重点分野）の設定、課題採択の評価軸も決めている。例えば評価の重要な要素が

イノベーション（産業貢献）であり、基礎科学分野の研究者には至って厳しい注文である。研

究費を得た後も政府が指定するプログラムディレクターによって研究の進行が管理されている。

これを総合科学技術・イノベーション会議の「司

令塔」機能と称している。研究費の獲得に苦慮

する中、研究内容の変更も余儀なくされ、産業

に役立つ研究に誘導されている。これも圧力と

いえるであろう。 

「研究の自主性・自律性、そして特に研究成

果の公開性」が科学の健全な発展に重要であり、

その立場から学術会議は、防衛省の安全保障技

術研究推進制度に懸念を表明した（2017 年 3 月）。

６人の推薦拒否は単に研究者のみならず、国民

全体にふりかかる問題であり、政府に都合の悪

い言動を監視しているのではないかと疑われる。

やはり学術会議は政権から独立していなくては

ならず、研究者の声を発し続けて欲しい。私はそ

のような学術会議を支持する。  （菅谷芳雄） 
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沖縄からの報告 （ふじさわ九条の会学習会） 

秋田と山口県の「イージス・アショア」をストップ

した河野大臣が沖縄担当大臣なのに沖縄県辺野古をス

トップしないのはなぜ？！菅首相の指示であり、10

年かかってもゼネコンと政府に尾を振る地元建設会社

や相場の 3 倍以上の単価で土砂を運搬する業者に飴を

しゃぶらせられるから、やめられません！ 

辺野古の基地は米軍だけでなく自衛隊の海兵隊？ 

が使うから！？ 

デニー県政は揺さぶりをかけられますが、攻防を続

け耐える事が必要です。辺野古工事で一番大きな、大

浦湾のマヨネーズ土壌では、許可された工法では工事

ができないのです。デニー知事の権限があれば、大浦

湾側での工事変更はできないのです（変更申請を県が

許可しないとして、裁判所に国が訴える戦略と思われ

ます=司法は安倍＝菅政権を忖度する？）！   

南西諸島では自衛隊の対中国の基地強化がさらに 

拡大中です！！  

南西諸島の自衛隊は米軍の先頭部隊、中国に負けそ

うになると米軍が支援に来る方式と、自民党政権は日

米ガイドラインの協定でアメリカと合意済みです。中

国のミサイル対策で、自衛隊基地を強化しながら、米

軍部隊は中国のミサイルを恐れてグアムなどに後退し

ている。                          

 日米同盟の敵基地攻撃に沖縄の基地も必要？攻撃し

ようとしている確認はできるの？攻撃はすべてを破壊

しないと、反撃される！できるの！？すべてに米軍の

情報と反撃能力が必須！10 月の末から 11 月の上旬

まで日本全土＆近海で、日米の全軍が共同訓練を行っ

ています。自衛隊と米軍が一緒に軍事行動をできるよ

うにするためです。 

県議会がデニー知事を揺さぶるが土砂の県条例の 

改悪はできない！？ 

県議会は辺野古移転反対の公明党や選挙公約で辺野

古反対の会派がいるので、条例の改悪の展望はありま

せん。その上、県内だけの土砂では埋め立ての数%だ

け？赤土だけでなく県外の土砂を運ばないと、深い大

浦湾は埋められない！？  

それ以上にマヨネーズ土壌では、無理やり作っても

震度①の地震でも、滑走路が崩落しかねないのです。                

（久保博夫） 

 
村岡新駅は 住民のためか 

 

村岡新駅は住民のための駅設置なのでしょうか。 

 藤沢市は１９８８年旧国鉄湘南貨物駅跡地の方針を

打ち出し、１９９７年４２億円で土地を購入しました。

しかし元住民の反対運動により１９９６年「計画」の

うちに白紙撤回されました。神奈川県は補助金を出す

と約束し、武田薬品に研究所設置を要請し、新駅設置

も約束しました。それにより２０１１年武田薬品は研

究所の事業を開始し、神奈川県は（インベスト神奈川）

武田薬品に６６億４５００万円の補助金を出していま

す。 

藤沢市も武田薬品に２０億円ちかくの固定資産税等

を減免し財政支援をおこなってきました。それなのに

２０２０年９月３０日、武田薬品は自社所有の土地建

物を信託会社に売却しました。 

 川崎市では２０１１年国際戦略総合特区申請で５年

後の経済波及効果 3000 億円、２０年後に１４兆円、

雇用効果２３万人と掲げた事業が破たんしています。

ライフイノベーションと銘打って始めた事業です。９

月の川崎市議会の決算質疑で明らかになりました。神

奈川県は「武田薬品工業と連携したヘルスケア分野の

産業創出」のための「新駅設置」をおこなうと知事は

コメントしています。市民・県民の税金をつぎ込んで

企業誘致をおこなう「村岡新駅設置計画」も住民のた

めの計画とはとても思えません。コロナ禍の中、これ

までの計画を見直し、税金は一番に住民の命とくらし

を守るために使うよう求めていきましょう。県知事、

藤沢市に当てた村岡新駅建設中止の署名に取り組んで

います。駅は中止させましょう。 

(鈴木とも子) 

  

 
沖縄からの報告 （ふじさわ九条の会学習会） 
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市民測定による大気汚染（NO2）12 月

の平均は 0.089ppm と環境基準を大き 

く越えました。 

それに伴い、児童のぜん息の平均は  

１３％と、過去最悪になっています。   

対策が急がれます。 
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藤沢市小学校ぜん息罹患率経年変化(%) 

 

大気汚染(6 月)とぜんそくの過去 10 年間の経年変化です。大気の環境

基準は 0.04～0.06ppm 以下で、それを 2011 年、2017 年、2019

年に上限近くになっていて、ぜん息もその年に増えています。      

また 2019 年には大気汚染が大きく悪化しぜん息も増えました。   

(青柳節子) 
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ゼロカーボンシティ宣言を今こそ！ 

気候危機は待ったなし！ -藤沢は何ができるのか-

の学習会は、前回 9 月 21 日の講演会を受けて、もっ

と学習を深めたいとの要望もあり、10 月 25 日(日)

に行いました。リモートによる参加もあり、録画を

Youtube にＵＰしました。(→ゼロカーボンシティー学

習会) 

「ゼロカーボンシティ宣言を今こそ！」と題して講

師は吉田明子さん（国際環境 NGO FoE Japan 理事）

のお話でした。   

ゼロカーボンシティ表明の自治体の例、環境省の支

援状況、世界の状況などの概略をパワーポイントによ

り説明。藤沢での資料によりチェックする視点を話さ

れ、再生エネ 100%調達の世田谷区の事例や他の先進

事例も。 

藤沢市エネルギーの地産地消計画は、小水力やバイ

オマス発電にも踏み込んでいてすごい。地球温暖化対

策実行計画のパブコメの参加者が 14 名で少なかった、

環境審議会、議会等との連携はどうなっていますか？ 

と踏み込んで指摘がありました。自治体の気候変動・

エネルギー政策はとても重要である、先ず宣言してそ

の後で具体化してもよいとのこと、肩の荷が下りるよ

うな言葉でした。  

パワーシフトキャンペーンでは再生エネ供給を目指

す電力会社の紹介、自社の工場・店舗・本社ビルなど

の電力を切り替え、お客様など周囲の人にパワーシフ

トを呼びかけている企業の紹介もあり「未来につなが

る“でんき”のえらび方」の リーフレットの紹介もあ

りました。 

 講演の後、藤沢でのアクションをどうするか、ＨＰ

の検討や他団体への働きかけの計画などの話し合いを

しました。            （宮地俊作） 

 

 

 

 

放射能測定値(市民計測) 
（HORIBA Radi）単位（μ㏜/ｈ）地上５０ｃｍ 

10 月 22 日 鵠沼海岸引地川河口近く 0.035 

11 月 1 日   引地川親水公園       0.027 

 

 

ＥＣＯＮＥＴ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

▲映画 第五福竜丸  お話=武本匡弘さん 

 11 月 28 日（土）13:30-16:00 

藤沢市民会館第１展示ホール 

主催 ピースリレー・ふじさわ 

予約申込 090-9239-0864 0466-36-9816 

▲講演 気候非常事態宣言の国際動向 

カーボンニュートラル行動計画をどう作るか 

  講師 山本良一さん(東大名誉教授) 

１１月２８日(土)13:30- 

ミナパーク 6 階  参加費 2000 円 

予約制 info@plasticfreejapan.org へ 

主催：ＮＰＯプラスチックフリージャパン 

▲日米地位協定を考えるパネル展 

―ジェット機の墜落事故で被害を受けるのは私たちー 

12/13(日)11:00-21:00 12/14(月)10:00-20:00  

やまと芸術文化ホール シリウス 1 階ギャラリー  

主催：パネル展実行委員会 ☎046-263-1294 

▲ふじさわ環境パネル展 

12 月 14 日（月）～１８日（金） 

藤沢市役所分庁舎ロビー（最終日は正午まで） 

▲前川喜平さんの講演会 

「日本国憲法が生きる国を」 

12 月 1７日(木)18:30～ 市民会館小ホール 

チケット 800 円 ☎ 080-2380-1956 鈴木 

主催：「平和・民主・革新の日本をめざす藤沢の会」 

▲気候危機アクション藤沢 定例会 

11 月 20 日（金）10 時 六会公民館 

▲藤沢エコネットから 

◆会員募集 年会費・購読料→2０００円 

◆事務局会議 11 月 7 日（土）10:00～ 

      六会公民館 

 

《編集後記》2017 年 122 カ国の賛成で採択され 

た核兵器禁止条約の批准国がホンジュラスで 50 ヶ 

国に達し、来年 1 月 22 日に発効することになった！

長年の被爆者そして被爆国日本の願いが大きく 

一歩前進した。日本政府の立ち位置が危うい。批准 

をして核兵器保有国に強く働きかけるのが被爆国の 

道ではないだろうか。原発を手放さず、地球温暖化 

対策に活用するのも、道に外れている。 （A） 
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